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発行人 川澄 新一 編集人 小宮 裕幸 

 

     ～２０２５春のたたかい（要旨）～ 期間：202５年１月～４月 

 ２０２５春闘について 

１．具体的な取組みについて 
①ベア要求について 

・連合方針はベースアップ３％以上、定期昇給分を含めて 
5％以上に決定しました 

・具体的には本部定期中央委員会で決定します 

②大宮地本春闘総決起集会【仮称】 

・日時：202４年２月２８日（金）１８：３０～ 

・場所：レイボックホール 小ホール（大宮駅東口） 

・規模 最大限の結集を目指します 

③春闘役員交流学習会を開催します 

・日時：２０２５年２月９日（日）・４月２７日（日）いずれも１３：３０～ 

組織的課題 

１．組織強化・拡大について 
①旗開きの開催について 
・各支部・各分会で旗開きを開催します。不当労働行為を許さないたたかいと 

２０２５春闘のたたかいのスタートを切る、創意工夫した旗開きを全組合員と共に創り出します 

②地本旗開きの開催について 
・日時：202５年１月１１日（土）１４：００～  

・場所：さいたま市文化センター 多目的ホール（南浦和駅西口） 
③再加入と新規拡大を目指します 
④過半数労働者代表プロジェクト会議を開催します 

２．あらゆるハラスメント行為・不当労働行為を許さないたたかいについて 

①八王子支社で発生したパワハラ・暴行事件の真実を明らかにし、支援・連帯するたたかいを創り 

だすために、全組合員への総対話行動を本部定期中央委員会までに行います。 

②宇都宮運輸区での懲罰的日勤教育、大宮運転区での不当処分・不当転勤に対するたたかいを 

職場討議資料等を活用し、職場から創りだします。 

   ③不当労働行為に対する団体交渉を通じて、異常な企業体質を是正させていきます。 

業務的課題 

１．各種施策の取り組みについて 
① 各系統の施策に対し組合案を実現するために職場討議・団体交渉を行います 

② 各種施策・交渉議事録を組合員と共に議論し、検証運動をつくり出します 

２．統括センター発足スケジュールについて 
① ２０２５年３月 小山統括センターの新設・大宮統括センターの統合 
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不当労働行為を許さない！』 
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第２四半期決算で増収・増益を達

成して以降も、帰省やインバウンド

需要の高まり、販売・輸送体制確保

に対する職場の努力により、前年比

１24％の予約状況を実現し、 

コロナ前を大きく上回り、 

過去最高の予約席数を達成!! 

◆過去最高の働き度の下、業績はますます順調で年末年始の予約状況は過去最高!! 

（３）２０２４年１２月２６日      ＪＲ東労組大宮地本            第２８７号 

一方、要員不足の中で会社施策

と組織再編が進展し、融合と連携・

企画業務・複数駅勤務等により業務

量は増大し働き度は過去最高!! 

物価上昇・円安・金利上昇により

家計負担はますます増大!! 

生活実感の厳しさも過去最高!! 

 厳しい状況の中、職場の努力で好業績を

達成しても、期末手当は昨年の水準に抑え

られ、コロナ以降累計２００万円以上も減少

し、２４春闘のベアは連合平均を下回る!! 

２４春闘の賃上げ率 

ＪＲ東日本：5.01％ 

連合平均：5.10％ 

２４春闘のベア率 

JR 東日本：3.15％ 

連合平均：3.56％ 

期末手当の推移 ＪＲ東日本の賃上げと連合平均との比較 

◆宇都宮運輸区で発生した懲罰的日勤教育 

速度超過の事象を発生させた運転士に対し、再教

育と称し、異常な長期間の懲罰的日勤教育とパワハ

ラから、医療保護入院に追い込む人間破壊が発生！ 
◆大宮運転区で発生した不当処分・不当転勤！ 

休日出勤した仲間が、職場に変形日勤者がいるこ

とから休日出勤の必要がない旨を指摘し「帰ります」

と伝え、管理者から「わかった」と許可を得て帰宅した

事を「無断で帰宅した」と捏造され、歪曲された「事

実」に基づき戒告処分と駅への異動を発令された！ 
◆武蔵小金井駅で発生した管理者による暴力・パワ

ハラと事実の捏造による不当処分 

管理者によるパワハラ・暴力行為に対する正当防

衛が、事実の歪曲により「管理者に傷害を負わせた」

とされ、不当処分が発令された！ 
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ＪＲ東労組大宮地本 

サークル協議会第２４回定期総会を開催しました！ 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

とき：２０２５年１月１１日（土）  
（旗開き）１４：００～（新春の集い）１７：１５～ 

場所：さいたま市文化センター多目的ホール 
内容：年頭あいさつ、基調報告、 

仲田弁護士・長島弁護士による講演など 
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２０２４年度役員体制 

議   長  志村 哲也（宇都宮運輸区） 

副 議 長  田村 浩幸（保全科） 

事 務 局 長  大川原 健（宇都宮運輸区） 

事務局次長  赤枝  悟（大宮統括センター運輸） 

幹   事  上唐湊 豊（大宮統括センター運輸） 

幹   事  森成 芳宏（小山車両センター） 

幹   事  渋谷 義明（宇都宮運輸区） 

幹   事  小杉 嗣久（小山運輸区） 

幹   事  福澤  猛（さいたま車掌区） 

幹   事  星野 敦志（計画科） 

※（  ）内は所属分会名です。 
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２０２４年１２月１２日、鹿沼

カントリークラブにて４１名

の参加で開催されました。

他地本に異動した仲間も

駆けつけ盛り上がりまし

た！サークル活動を通じ

て組織強化・拡大を目指し

運動を創り出します！ 

２０２４年１２月２日（月）、古河市

にあるヨシダサッカーフィール

ドで第２１回大宮地本サッカー大

会を開催しました。55 名の参加

でサッカー大会を開催すること

ができました。サッカー大会を

通じて横のつながりがさらに深

まり、組織が強化されました。  

 
 

 
 
 
 
 

 

 

５５名参加 

2024 年11 月21 日、スケッ

チ大会を開催しました。急遽

大宮地本会議室での「デッサ

ン大会」に変更しました。参加

者が「好きな物をデッサンす

る」としました。みんなで描き

楽しい時間となりました。これ

からも絵画を通じて横の繋が

りを強化していきます。 

２０２５年１月１９日（日）～２１日（火） 

【研修内容】 

南部戦跡踏査・辺野古周辺など 


